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機関紙賞の表彰を受ける西多摩支部の西川部長（右）

参
加
者
は
代
議
員
28
人
、
代
議

員
以
外
の
参
加
者
12
人
の
合
計
40

人
で
し
た
。
教
育
宣
伝
の
提
案
に

つ
い
て
は
、
情
報
戦
略
に
関
す
る

内
容
に
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。

小
平
東
村
山
支
部
か
ら
「
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
5
0
0
人
を
超
え
る

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
機
能
が
使
え
る

と
あ
る
が
、
こ
れ
を
ど
う
い
か
し

て
い
く
の
か
」
、
練
馬
支
部
か
ら

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
有
料
広
告

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
有
用

な
情
報
を
組
合
員
へ
届
け
る
と
書

い
て
あ
る
が
、
ど
の
程
度
な
の

か
」
、
台
東
支
部
か
ら
は
「
宣
伝

用
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成
と
あ
る

の
は
組
織
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
の
か
」
な
ど
、
具
体
的
に
突
っ

込
ん
だ
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
、
「
こ
れ
は
静
止
画
で
登
録
者

に
対
し
て
伝
え
る
も
の
、
登
録
者

を
ふ
や
す
こ
と
が
前
提
」
、
「
反

応
を
見
な
が
ら
単
価
な
ど
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
特
性
が
あ
る
。

特
に
事
業
所
組
合
員
へ
は
紙
で
は

伝
わ
り
に
く
い
た
め
、
組
合
制
度

を
知
ら
せ
る
趣
旨
で
提
案
を
し
て

い
る
」
、
「
本
部
と
し
て
な
の
で

公
式
。
主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
活
用
を

想
定
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
」

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
制
度
化
の
提
案
で
は
、
練

馬
支
部
よ
り
「
支
部
の
新
任
常
任

や
書
記
局
を
対
象
と
書
か
れ
て
い

る
が
、
綱
領
・
規
約
の
学
習
が
必

要
だ
と
思
わ
れ
る
。
新
し
い
方
だ

け
で
は
な
く
、
今
い
る
四
役
常
任

に
つ
い
て
も
再
度
対
象
に
学
習
を

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
「
規

約
は
組
織
運
営
を
進
め
る
う
え
で

大
事
。
書
記
局
教
育
で
は
取
り
入

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
非
専

従
に
つ
い
て
も
今
後
取
り
入
れ
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
答
弁
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
宣
伝
お
よ
び
学
習
制
度
化

の
議
案
が
一
括
し
て
採
択
さ
れ
た

後
、表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
日
程
の
都
合
に
よ
り
全
体

会
で
行
な
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
機

関
紙
賞
の
表
彰
が
あ
り
、
2
0
2

2
年
度
の
東
京
土
建
機
関
紙
コ
ン

ク
ー
ル
で
西
多
摩
支
部
『
鉾
杉
』

が
最
高
賞
で
あ
る
機
関
紙
賞
受
賞

を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
2
0
2
2
年
1
月
か

ら
12
月
の
間
で
1
0
0
号
ご
と
の

節
目
を
迎
え
た
分
会
、
青
年
部
、

シ
ニ
ア
友
の
会
、
主
婦
の
会
の
機

関
紙
を
対
象
に
、
練
馬
支
部
桜
台

分
会
『
み
ち
く
さ
』（
5
0
0
号
）

を
は
じ
め
と
す
る
9
紙
が
永
年
発

行
機
関
紙
の
表
彰
を
受
け
た
後
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

都の省エネ・再エネ住宅推進事業の積極
活用について質問する杉並支部の代議員

参
加
者
は
代
議
員
27
人
、
代
議

員
以
外
の
参
加
者
18
人
の
合
計
45

人
で
し
た
。

は
じ
め
に
、
本
部
役
員
を
代
表

し
て
小
番
書
記
長
、
続
い
て
後
藤

仕
事
対
策
部
長
よ
り
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
後
藤
部
長
よ
り
2
0
2

3
年
度
方
針
を
中
心
に
「
職
域
・

仕
事
対
策
行
動
目
標
策
定
委
員
会

で
の
議
論
を
具
体
化
」
「
地
域
諸

団
体
と
連
携
を
し
た
防
災
対
策
活

動
の
再
開
」
「
仕
事
対
策
上
の
相

談
対
応
」
等
に
つ
い
て
提
案
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
議
案
を

補
強
す
る
形
で
支
部
経
験
報
告
と

し
て
、
港
支
部
よ
り
「
コ
ロ
ナ
の

も
と
で
工
夫
を
は
か
り
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
」
と
い
っ
た
報
告
を
い
た

だ
き
経
験
交
流
と

し
ま
し
た
。

提
案
後
、
質
疑

討
論
に
移
り
、
延

べ
2
人
の
仲
間
か

ら
質
問
や
意
見

（
要
望
）
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
町

田
支
部
か
ら
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
検
査
に
関
し
て
公
共
の
媒
体
を

利
用
し
て
消
費
者
に
も
周
知
を
し

て
欲
し
い
と
い
っ
た
質
問
が
あ

り
、
施
工
者
が
お
客
様
に
対
し
て

て
い
ね
い
に
説
明
す
る
こ
と
が
大

切
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

多
く
の
人
に
周
知
を
す
る
べ
く
、

都
連
・
全
建
総
連
を
通
し
て
国
交

省
と
交
渉
し
て
い
く
旨
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

杉
並
支
部
か
ら
は
、
東
京
都
省

エ
ネ
・
再
エ
ネ
住
宅
推
進
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
事
業
の
積
極
活
用
に
つ

い
て
具
体
的
に
仕
事
確
保
へ
の
結

び
つ
き
を
ど
の
よ
う
に
行
な
う
か

と
い
っ
た
質
問
が
あ
り
、
メ
ル
マ

ガ
配
信
に
登
録
を
す
る
と
助
成
金

の
案
内
や
仕
事
上
必
要
な
事
柄
等

の
情
報
を
得
ら
れ
る
と
い
っ
た
回

答
を
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
事
項
に
基
づ
い
た

意
見
と
し
て
、
杉
並
支
部
か
ら
組

合
員
の
仕
事
確
保
に
向
け
有
用
な

情
報
の
学
習
会
を
開
催
し
て
ほ
し

い
と
い
っ
た
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
議

案
の
採
択
へ
と
移

り
、
満
場
一
致
の

拍
手
で
仕
事
対
策

部
の
議
案
は
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
栗
橋
専
従
常
任
中
執
よ

り
、
東
京
都
と
全
建
総
連
東
京
都

連
合
会
が
締
結
し
た
建
築
物
木
材

利
用
促
進
協
定
に
つ
い
て
、
補
足

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
2
つ
の
支
部
か
ら
2
0

2
2
年
度
の
住
宅
デ
ー
報
告
や
、

支
部
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

板
橋
支
部
か
ら
は
、
12
月
に
区
と

防
災
協
定
締
結
し
た
経
過
の
報

告
。
品
川
支
部
か
ら
は
、
災
害
訓

練
に
つ
い
て
の
報
告
・
来
年
度
住

宅
デ
ー
の
動
向
・
災
害
に
つ
い
て

の
学
習
会
を
行
な
っ
た
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
後
藤
部
長
よ
り
討
論
の

ま
と
め
の
後
、
2
0
2
2
年
度
総

括
・
2
0
2
3
年
度
方
針
及
び
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
、
分
科

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

拍手で賃金対策部の議案を承認

参
加
者
は
代
議
員
27
人
、
代
議

員
以
外
の
参
加
者
18
人
の
合
計
45

人
で
し
た
。

小
坂
賃
金
対
策
部
長
、
松
本
副

委
員
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
小
坂
部

長
よ
り
議
案
提
案
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
坂
本

会
長
の
訴
え
の
後
、
質
疑
応
答
。

最
初
に
、
事
前
質
問
「
賃
金
引

き
上
げ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
活
用
」
に
つ
い
て
、「
職
種

別
会
合
を
他
の
職
種
に
も
広
げ
、

組
合
が
求
め
る
職
種
別
賃
金
と
、

専
門
工
事
業
者
団
体
の
賃
金
目
安

を
突
き
合
わ
せ
る
協
議
・
交
渉
を

通
じ
、
労
働
協
約
を
展
望
」
と
回

答
。
そ
の
後
、
3
支
部
3
人
の
代

議
員
が
質
問
、
要
望
し
ま
し
た
。

「
年
収
7
2
0
万
円
を
も
ら
っ

て
い
る
人
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

根
拠
は
」
に
対
し
、
「
仲
間
の
要

求
で
あ
り
、
日
建
連
提
言
や
最
低

生
計
費
調
査
も
参
考
」
と
答
弁
。

続
い
て
、
「
事
業
主
と
し
て
も

7
2
0
万
円
は
追
求
し
た
い
が
、

払
え
る
ほ
ど
も
ら
え
な
い
。
法
定

福
利
費
『
含
む
』
と
す
る
よ
う
元

請
か
ら
言
わ
れ
る
。
根
幹
の
処
遇

改
善
が
必
要
」
の
意
見
に
、
「
企

業
交
渉
の
中
で
も
現
状
を
訴
え
、

改
善
を
求
め
て
い
く
」
と
答
弁
。

「
私
の
職
種
の
専
門
工
事
団
体

は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
レ
ベ
ル
判
定
を
し

て
い
な
い
。
国
交
省
の
肝
煎
り
な

ら
、
経
験
年
数
な
ど
で
国
が
賃
金

を
一
定
上
げ
る
仕
組
み
に
し
た
方

が
現
場
従
事
者
の
た
め
に
な
る
。

公
契
約
条
例
だ
が
、
足
立
区
で
は

熟
練
工
の
評
価
基
準
が
な
く
、
と

も
す
る
と
未
熟
練
工
の
単
価
で
積

算
さ
れ
か
ね
な
い
。
情
勢
的
に
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
は
ど
こ
が
賃
金
上

げ
す
る
か
様
子
見
。
賃
上
げ
の
チ

ャ
ン
ス
だ
」
に
、
「
レ
ベ
ル
判
定

の
団
体
を
ふ
や
す
よ
う
国
交
省
、

専
門
工
事
業
者
団
体
に
訴
え
て
い

く
。実
効
性
あ
る
条
例
に
向
け
て
、

事
業
者
団
体
・
行
政
と
の
懇
談
を

求
め
て
、
審
議
会
で
議
論
で
き
る

よ
う
運
動
を
進
め
る
。
賃
上
げ
の

機
会
を
逃
さ
ず
、
賃
金
対
策
部
と

Ｐ
Ａ
Ｌ
の
運
動
を
発
展
さ
せ
よ

う
」
と
答
弁
。
ま
た
、
松
本
副
委

員
長
が
自
身
の
経
験
（
技
能
者
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
人
工
、
経
費
を
出

し
、
そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
上
位

企
業
に
請
求
、そ
の
金
額
を
獲
得
）

を
報
告
、「
請
求
・
要
求
し
て
い
こ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

新
年
度
方
針（
賃
金
引
き
上
げ
、

労
働
協
約
、
公
契
約
条
例
、
Ｐ
Ａ

Ｌ
運
動
強
化
、
外
国
人
労
働
者
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、不
払
い
対
策
、

建
退
共
、
働
き
方
改
革
な
ど
の
学

習
）を
含
む
議
案
の
承
認
を
受
け
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
分
科
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

議
長：

髙
木

一
（
日
野
）

〃：

肥
野
信
彦（
練
馬
）

書
記：

友
成
京
介（
練
馬
）

教
宣
・
学
習
制
度
化
分
科
会

教
宣
・
学
習
制
度
化
分
科
会

情
報
戦
略
に
質
問
集
中

議
長：

藤
川
善
晴（
墨
田
）

〃：

安
齋

敦
（
中
野
）

書
記：

菊
池

亮
（
中
野
）

賃
金
対
策
分
科
会

賃
金
対
策
分
科
会

新
任
だ
け
で
は
な
く
規
約
学
習
を

機
会
逃
さ
ず
賃
上
げ
訴
え

レ
ベ
ル
判
定
の
団
体
増
を
要
請

仕事対策分科会仕事対策分科会
議長：秋元 正眞（世田谷）
〃 ：大平 洋二（大田）
書記：瀬戸 貴大（大田）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
験
交
流

仕
事
確
保
に
向
け
学
習
会
を


